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東京大学工学部・工学系研究科共通科目「スパコンプログラミ
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	 工学部および工学系研究科の共通科目「スパコンプログラミング(1)および(I)」を通年科目

（S セメスター、A セメスター共通）として開講している。2015 年度までの担当であった片桐

准教授から引き継いで実施しているものであり、2017 年度 A セメスターで連続 22 回の開講を

数える。後期教養教育科目にも登録されており[3]、後で述べるように、工学部や工学系研究科

以外の学生も数多く受講している。また、2017 年度より計算科学アライアンスの認定講義にも

なっている[2]。	

	 2017 年度は、本講義の受講生に対して Reedbush-U	(2016 年 7 月運用開始)を用いた演習を行

った。さらに、2017 年 3 月に導入されたばかりの Reedbush-H スーパーコンピュータシステム

も早速講義で利用できるようにした。受講生にとって、最新、最先端のスパコン環境を使用で

きることで、より高い動機付けになると考える。	

	 Reedbush-U では 8ノード(36 コア×8ノード＝288 コア)、Reedbush-H では 2ノード計 4	GPU

が利用可能であり、教育利用であっても十分に高い並列数を扱うことができている。	

	

２．講義内容 

本講義で行った講義内容を表 1に示す。内容については、前年度からの大きな変更は行って

いない。用いたアプリケーションは、行列-ベクトル積、べき乗法（行列-ベクトル積を応用し

た固有値・固有ベクトルの初等的な数値計算法）、行列-行列積、LU 分解法の 4種類である。	

加えて、講義の一環として、受講生が参加できる「プログラミングコンテスト」を開催した。

すべての出題を解答できるプログラムを提出したコンテストの参加者には、成績に加点した。

さらに、コンテストにおける入賞者（1位〜3位）においては、無条件で「優」以上を与えた。	

演習には、表 2 に示す 10 本のサンプルプログラムを教材として用いている。受講者はこれ

らをダウンロードした上で、動作確認した上で演習を実施する。それぞれ、C言語版と Fortran

版を用意している。	

	

表 1	 講義内容	

講義回数 講義内容 

ガイダンス 初回ガイダンス、高性能計算の基礎	

第 1回 並列数値処理の基本演算	

第 2回 スパコンを利用しよう：スパコン(Reedbush-U)を用いた実習	

第 3回 高性能プログラミング技法の基礎(1):	階層メモリ、パイプライン処理、ループア

ンローリング、キャッシュヒット率	
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第 �回 高性能プログラミング技法の基礎(2):	キャッシュ�ロックÊ、�1en�P ż入Ə	

第 	回 行列-ベクトル積	

第 
回 べき乗法	

第 �回 行列-行列積(1):	ループ¦Đ法、�ロックÊ(タイリング)法、	Cannon のアルyリ

~ム、Fo8 のアルyリ~ム、ŞÌな並列Ê	

第 �回	 行列-行列積(2):	í¹な並列Ê	

第 
回	 LU 分解法(1):	LU	分解法(ガウス・|ョルダン法、ガウスĶÏ法、ĨžƋČ、LU	分	

解法(外積āþ、内積āþ、クラウト法、�ロックāþガウス法、Ŧ�ロックガウ

ス法、前Ɖ・後ƃ«入))、コンテストŸ題Ň表	

第 1� 回	 LU 分解法(2):	LU 分解のアルyリ~ムŵš	

第 11 回	 LU 分解法(3):	LU 分解の並列Ê	

第 12 回	 ƗÕ期通²、GPU プログラミング(�1enACC による Reedbush-H の利用、性能įƀ)	

	

表 2	 サンプルプログラム一ű		

  ンプ*プログラ(内容 

Sa.1-es-rb�tar	

(Ś 2 回)	

並列版	He--o	プログラム、並列¼×率計算プログラム、	ƅĮŽ

ƄĘþによる並列ťÙ演算プログラム、¥分ģ通²Ęþ	による並

列ťÙ演算プログラム、ĜƑ計ķĘ法の並列プログラム	

�at-�at-noo1t-rb�tar	

(Ś 3 回)	

行列-行列積のƅĮプログラム(ƅĮ�ュー�ング用)	

�at-�at-o1en.1-rb�tar	

(Ś 4 回)	

行列-行列積のƅĮプログラム(�1en�P 並列Ê用)	

�at-6e&-rb�tar	

（Ś 5回）	

行列-ベクトル積のƅĮプログラム	

Po7�-rb�tar	

（Ś 6回）	

ベキ乗法のƅĮプログラム	

�at-�at-rb�tar	

（Ś 7回）	

行列-行列積のƅĮプログラム（おĉſ並列用）	

�at-�at-d-rb�tar	

（Ś 8回）	

行列-行列積のƅĮプログラム（í¹分Ĕ並列用）	

LU-rb�tar	

（Ś �〜11回）	

LU 分解法による連Ř一ĮĘœþのĲ解のƅĮプログラム	

Isend-rb�tar	

（Ś 12 回）	

ƗÕ期通²の並列プログラム	

�at-.at-a&&�tar	

(Ś 12 回)	

行列-行列積のƅĮプログラム(�1enACC 並列Ê用)	

	

R．3講H�����EI$." 

M1N3講H数 

スーパーコンピューティングニュース� Vol.�20,�No.�3　2018- 72 -



	 -	3	-	

	 2017 年度の Sセメスターの÷³登録者は 60Ö（学部：34Ö、大学ƒ：26 Ö）、Aセメスター

の÷³登録者は 21 Ö（学部：10 Ö、大学ƒ：11Ö）であった。そのうV、Ì位Ñă者は、47

Ö（学部：22 Ö、大学ƒ：25 Ö）であった。©年度は、ıĝĚ開講になったたeか、ľに S

セメスターの登録者数がƗùにâ加した。	

	

M2N3講H�:8 

©年度の÷³登録者について、以¡の通りである。	

	

l 工学部:	43Ö	

Ø 工学部ő®基盤学科:	1	

Ø 工学部機Ī工学科:	1		

Ø 工学部機Ī情報工学科:	11	

Ø 工学部şò工学科:	1		

Ø 工学部Ɩé情報工学科:	13	

Ø 工学部ƖİƖé工学科:	1	

Ø 工学部Ľ理工学科:	1		

Ø 工学部計数工学科:	3		

Ø 工学部�テリアル工学科:	1		

Ø 工学部Ê学システム工学科:	1	

Ø 工学部システムÆ成学科:	�	

l ťÔĖÊ研究科:	1Ö	

Ø ťÔĖÊ研究科ûÝ科学ôđ:	1 Ö	

l 教養学部:	1Ö	

Ø 教養学部学Ɣ科学科:	1	

l 理学系研究科:	2 Ö	

Ø 理学系研究科Ê学ôđ:	2	

l 工学系研究科:	28 Ö	

Ø 工学系研究科ő®基盤学ôđ:	2	

Ø 工学系研究科機Ī工学ôđ:	2	

Ø 工学系研究科şò工学ôđ:	1	

Ø 工学系研究科Ůŗìî工学ôđ:	4	

Ø 工学系研究科Ɩİ系工学ôđ:	3	

Ø 工学系研究科システムÆ成学ôđ:	12	

Ø 工学系研究科Ê学生Ø工学ôđ:	1	

Ø 工学系研究科ÎéÇÜƔôđ:	3	

l 情報理工学系研究科:	3 Ö	

Ø 情報理工学系研究科Ɩé情報学ôđ:	2	

Ø 情報理工学系研究科Ō能機Ī情報学ôđ:	1	

l 学Ɣ情報学ü:	2 Ö	

Ø 学Ɣ情報学ü学Ɣ情報学ôđ:	2	
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以上から、学内の多Ĭな学部・学科から受講生がƕまっていることがmかる。	

	

本講義を通Oて、本センターのスーパーコンピュータシステムの利用者を育成するUけでな

く、スーパーコンピュータのĵ用を通Oて学ƔƘÝ分ƍにźĿできる¨材をƁ出していると考

えられる。また、スパコン利用のŢƜが多くの学生にûがることにより、学ņのdならQ、ń

īņにおいてスパコンを利ĵ用できる¨材育成につなKていけるものと考えている。	
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